
滋
賀
・大
成
亥
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
大
戊
亥
町

・
勝
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
働
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
［
田
秀
則

・
重
田
　
勉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末
ｉ
九
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
戊
亥
遺
跡
は
琵
琶
湖
の
北
東
部
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
北
方
に
は
湖
北

の
大
流
、
姉
川
が
流
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
長
浜
平
野
に
は
姉
川
の
氾
濫
に
よ

り
無
数
の
支
流
が
形
成
さ
れ
、

発
掘
調
査
に
お
い
て
も
多
数
確

認
さ
れ
て
き
た
。
当
遺
跡
で
は

過
去
の
調
査
に
お
い
て
、
人
形

代

。
斎
串
な
ど
の
祭
祀
遺
物
や

比
較
的
規
模
の
大
き
い
掘
立
柱

浜

建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

帳

公
的
施
設
の
存
在
が
考
え
ら
れ

て
き
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
？
平
安
時
代
初
頭
の
遺
物
を
包
含
す
る
自
然

流
路
や
、
若
干
時
期
が
新
し
い
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
自
然
流
路
か

ら
は
多
量
の
祭
祀
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
形
代
二

一
点
、

斎
串
五
〇
点
以
上
、
そ
の
他
祭
祀
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
木
製
品

。
鉄
製
品

・
動
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
る
。
土
器
も
多
量
に
あ
り
、
主
に
須
恵
器
と
土
師
器

で
あ
る
が
、
須
恵
器
の
形
態
を
有
し
た
土
師
器
、
い
わ
ゆ
る
湖
北
地
方
独
特
の

「赤
い
須
恵
器
」
や
、
墨
書
土
器

（判
読
不
能
）、
奈
良
三
彩
な
ど
も
あ
る
。
木

簡
は
こ
の
自
然
流
路
か
ら
出
上
し
た
。

な
お
、
祭
祀
遺
物
は
遺
存
状
態
が
良
好
で
、
祭
祀
の
行
な
わ
れ
た
場
所

（今

回
の
調
査
地
点
よ
り
や
や
上
流

【北
東
方
向
〕
か
）
か
ら
の
移
動
距
離
も
短
い
と
考

え
ら
れ
る
。
当
時
の
祭
祀
形
態
を
そ
の
ま
ま
保

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
貴

重
な
資
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
当
遺
跡
の
東
方
に
は
、
第

一
。
第
二
次
の
坂
田

郡
衛
推
定
地
と
さ
れ
る
、
大
東
遺
跡

・
官
司
遺
跡
が
あ
り
、
今
回
出
上
し
た
遺

物
は
諸
国
大
祓
に
伴
う
も
の
と
み
る
考
え
方
も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
播
寸
椋
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（子
Ｘ
］叉
卜
ｏ開

木
簡
は
頭
部
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
荷
札
状
の
も
の
で
、
下
端
部
は
欠
損

し
て
い
る
が
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
形
状
を
と
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
完
形
の

長
さ
を
大
き
く
下
回
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
四
宇
め
は

「伴
」

の
可
能
性
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
田
　
勉
）
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